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問い合わせ先  都市計画課  ☎（584）1111  5（584）1143

　3月1日から、コミュニティバス「やよい」の路線やバス
停、時刻などを一部変更します。 コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス｢｢

や
よ
い

や
よ
い｣｣

路
線
や
バ
ス
停
を
一
部
変
更

路
線
や
バ
ス
停
を
一
部
変
更

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス｢

や
よ
い｣

路
線
や
バ
ス
停
を
一
部
変
更

桜ヶ丘線
　桜ヶ丘線の右回り路線の一部変更に伴い、バス停の位置や名称、時刻を変更し
ます。
○「サン・ビオ公民館前」バス停の新設
○「日の出町3丁目バス停(右回り用)」が日の出町公民館方向に10m移動し、両回
りとも「日の出町公民館前」に名称変更

○右回り路線の時刻の変更

須 玖線
　「須玖北5丁目」のバス停の名称を、「須玖北5丁目ぶどうの庭入口」に変更しま
す。

※　新しい時刻表は、市役所や西出張所(いきいきプラザ内)、バスセンター、公民
館、奴国の丘歴史資料館などに置いています。

　　なお、桜ヶ丘線（右回り）以外のルートでは、時間の変更はありません。
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８
月
４
日
午
後
２
時
、
そ
の
時
ぼ
く

は
、
博
多
駅
の
ホ
ー
ム
に
立
っ
て
い

た
。
こ
の
夏
休
み
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、新
幹
線
で
大
阪
に
向
か
う
と

こ
ろ
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
待
ち
に

待
っ
た
レ
ー
ル
ス
タ
ー
が
到
着
。
ぼ
く

は
、大
喜
び
で
す
ぐ
に
乗
り
込
も
う
と

し
た
。
し
か
し
何
故
だ
か
、
皆
ホ
ー
ム

で
待
機
と
い
う
事
に
な
っ
た
。
不
思
議

に
思
っ
て
車
内
を
よ
く
見
て
み
る
と
、

数
人
の
人
達
が
、全
車
内
を
清
掃
中

だ
っ
た
。
そ
れ
が
終
わ
り
、車
内
の
人

達
が
、ホ
ー
ム
に
出
て
き
た
。

　

一
瞬
、僕
は
、え
っ
？
と
目
を
疑
っ
て

し
ま
っ
た
。
清
掃
し
て
い
た
人
々
の
半

分
以
上
の
人
が
、知
的
障
害
者
の
人
達

だ
っ
た
。
彼
ら
は
、清
掃
用
具
を
片
づ

け
た
り
、ゴ
ミ
を
ま
と
め
た
り
と
忙
し

そ
う
に
働
い
て
い
た
。

　

僕
の
頭
の
中
で
は
、
障
害
者
の
人
た

ち
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
に
助

け
ら
れ
て
日
々
の
生
活
を
お
く
り
、特

別
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
、と
て
も

気
に
な
っ
た
。
車
内
に
入
り
、そ
の
事

を
母
に
言
う
と
、 

「
大
智
は
、授
産
施
設
っ
て
聞
い
た
事
な

い
の
?
い
ろ
い
ろ
な
障
害
が
あ
る
人
達

が
、訓
練
を
受
け
て
自
分
に
で
き
る
作

業
を
す
る
こ
と
で
、お
給
料
も
も
ら
え

る
よ
う
に
な
る
ん
だ
よ
。
障
害
の
程
度

に
よ
っ
て
は
、こ
ん
な
風
に
外
で
働
け

る
よ
う
に
な
る
人
も
い
る
ん
だ
よ
」

「
障
害
者
じ
ゃ
な
い
人
も
何
人
か
い
て

一
緒
に
働
い
て
い
た
み
た
い
だ
け
ど

…
」

「
慣
れ
る
ま
で
は
、健
常
者
の
人
た
ち

か
ら
注
意
さ
れ
た
り
、助
け
て
も
ら
っ

た
り
す
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、今
は
、同

じ
よ
う
に
仕
事
が
で
き
て
と
て
も
楽
し

そ
う
だ
ね
」

と
言
わ
れ
て
、
僕
は
何
と
な
く
初
め
に

思
っ
た
違
和
感
が
何
な
の
か
、分
か
っ

た
気
が
し
た
。

　

僕
た
ち
は
い
つ
も
、身
体
・
知
的
障
害

者
や
老
齢
者
の
人
々
を
弱
者
と
し
て
助

け
て
あ
げ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う

目
で
見
が
ち
で
あ
る
。
確
か
に
、
誰
か

が
困
っ
て
い
た
り
、身
体
的
に
不
可
能

な
何
か
を
す
る
時
は
、知
ら
な
い
ふ
り

を
せ
ず
手
助
け
で
き
る
人
間
で
あ
り
た

い
と
思
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
自
分
を

彼
ら
よ
り
上
位
に
位
置
づ
け
た
り
、偉

い
と
思
う
こ
と
は
、と
て
も
恥
ず
か
し

い
こ
と
だ
。
僕
達
が
、何
の
苦
労
も
な

く
適
当
に
し
た
事
と
、彼
ら
が
そ
の
何

倍
も
何
十
倍
も
努
力
し
て
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
と
で
は
、そ
の
価
値
は
、

ど
ち
ら
が
重
い
か
、言
わ
ず
と
も
分
か

る
。

　

小
学
６
年
の
頃
に
、乙お

と
た
け武

さ
ん
の「
五

体
不
満
足
」と
い
う
本
を
読
ん
で
と
て

も
印
象
に
残
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
乙
武

さ
ん
本
人
の
、何
で
も
一
生
け
ん
め
い
、

人
並
以
上
に
努
力
す
る
態
度
も
、
も
ち

ろ
ん
り
っ
ぱ
だ
っ
た
が
、
周
囲
の
人
々

の
態
度
に
と
て
も
感
動
し
た
。

　

ご
両
親
も
特
別
な
子
ど
も
と
し
て
あ

つ
か
わ
ず
、友
人
や
先
生
方
も
、普
通
の

態
度
で
、「
一
緒
に
や
ろ
う
よ
!
」
と
い

う
雰
囲
気
が
、す
ご
く
自
然
に
感
じ
ら

れ
た
。
こ
の
事
が
乙
武
さ
ん
の
生
き
る

権
利
を
強
固
な
も
の
に
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
?

　

僕
た
ち
は
、日
々
生
活
す
る
中
で
、自

分
の
し
た
い
こ
と
、し
た
く
な
い
こ
と

を
つ
い
分
け
て
し
ま
っ
て
、し
た
い
権

利
だ
け
を
主
張
し
て
、し
た
く
な
く
て

も
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
義
務
を
、わ

ざ
と
避
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。

　

清
掃
が
終
わ
っ
て
一
列
に
並
ん
だ
人

た
ち
は
、さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
、こ
の
新

幹
線
を
、そ
し
て
僕
達
を
見
送
っ
て
く

れ
た
。
次
の
車
両
を
待
っ
て
準
備
し
て

い
る
ら
し
い
。
働
け
る
権
利
を
手
に
し

て
、毎
日
誇
り
を
持
っ
て
生
活
し
て
い

る
に
ち
が
い
な
い
。

　

僕
は
、こ
れ
か
ら
普
段
の
生
活
を
、遊

べ
る
権
利
、部
活
が
で
き
る
権
利
、勉
強

で
き
る
権
利
と
思
い
、
力
い
っ
ぱ
い
中

学
校
生
活
を
楽
し
み
た
い
、
そ
う

思
っ
た
。

問い合わせ先　人権女性政策課
☎ (584)1111　5 (584)1145

　福岡県人権擁護委員連合会と福岡法務局が、県内の中学生を対象に行った「全国中学校人権
作文コンテスト福岡県大会」。集まった4万5，250点の応募作品の中から、市内の中学生の作品
も入賞しています。その中から、今回は、特別賞（西日本新聞社賞）を受賞した木原大智さんの作
品を紹介します。ぜひ、皆さんの感想をお寄せください。

生きる権利、守るべき義務

木
きはら

原大
だい ち

智（春日東中学校2年）

第26回全国中学校人権作文コンテスト福岡県大会



情報を集めています

市民公益活動ガイド
　市は、ボランティア活動などの情報提供と市民活動団
体間の交流推進のため、市内で公益的な活動を行っている
市民団体ガイド「市民公益活動ガイド2007年度版」を作成
します。対象団体は、情報提供にご協力をお願いします。
対象団体　主に市内で民間非営利団体として、公益的な
活動を行っているボランティア団体・市民活動団体
など（法人格の有無は問いません）

※　市が連絡先を把握している団体については、2月上旬
に案内しています。
情報提出方法　2月28日㈬までに、ファックス、Eメール、直
接窓口で「市民公益活動情報提供シート」を提出する

※　シートの様式が必要な場合は、地域づくり課に送付

希望先の住所かファックス番号、Eメールを伝えてく
ださい。なお、市ホームページからも印刷できます。
○○提出された情報の取扱い
　提出された情報は、原則としてそのまま掲載します。
　作成したガイドは、4月2日から市情報公開コーナー
や図書館、春日まちづくり支援センター、社会福祉協議
会（かすがボランティアセンター）で自由に閲覧するこ
とができます（コピー可）。なお、情報を提出された団体
には1部進呈します。
提出・問い合わせ先　地域づくり課地域づくり担当
　　1（584）1111　5（584）1153

　 tiiki@city.kasuga.fukuoka.jp

傍聴しませんか

春日市議会3月定例会

▽ 1日㈭　本会議（議案の上程、提案理由の説
明など）

▽6日㈫　本会議（議案質疑など）、予算審査特
別委員会

▽7日㈬・8日㈭　各常任委員会（議案審査）

▽9日㈮・12日㈪　予算審査特別委員会

▽14日㈬・15日㈭　本会議（一般質問）

▽16日㈮　各常任委員会（議案審査のまとめ）

▽20日㈫　予算審査特別委員会

▽22日㈭　各常任委員会（閉会中の調査事件
の調整など）

▽23日㈮   本会議（委員長報告、質疑、討論、採決）

※　日程は、変更になることがあります。傍聴
の際は、事前に問い合わせてください。
問い合わせ先　議会事務局

1（584）1111　5（584）1146

健康増進と農業への関心を

市民農園 入園者募集
　休耕田などを、市民農園としてあっせんしています。
場所・区画数（申込多数の場合抽選）　

▽天神山（天神山1ｰ28）　5区画

▽上白水（上白水1068ｰ1）　3区画

▽下白水北（下白水北1ｰ28） 　2区画

▽下白水南（下白水南5ｰ76）　18区画

▽昇町（昇町2ｰ94）　6区画

▽小倉（小倉3ｰ65ｰ1）　1区画

▽春日（春日2ｰ126）　20区画

▽惣利（惣利5ｰ22）　8区画
入園期間　4月1日～平成20年3月31日（5年間まで延長可）
利用料　年間5,000円
申込方法　2月28日㈬（必着）までに、往復ハガキに希望農
園の地区名（第2希望まで）、住所、氏名、電話番号（復
信面にも住所・氏名）を書いて送る

※　抽選にもれた人は、補欠者として1年間登録します。
申込・問い合わせ先　地域づくり課商工農政担当
 1（584）1111　5（584）1153
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募集します

各種市嘱託・臨時職員
○○ごみ減量啓発推進員（嘱託）
業務内容　事業所ごみの適正排出・減量化や不適正排
出ごみの指導

対象　普通自動車運転免許（AT車限定不可）を持って
いる人

採用期間　4月1日～平成20年3月31日（1年間）
勤務日数　週5日（土・日曜日の勤務あり）
勤務時間　午前8時30分～午後5時（業務により時間帯
の変更あり）

報酬　月額17万2,100円程度（有給休暇・社会保険あ
り、賞与・交通費支給なし）

募集人員　1人　　　
選考　面接
応募方法　3月9日㈮（必着）までに、履歴書と業務に関
する自己PR文（廃棄物関連の業務経験がある場合
は明記）を提出する（郵送可）

応募・問い合わせ先　ごみ減量推進課（〒816ｰ8501春

日市役所）

1（584）1111　5（584）1147

○○文化財屋内作業員（臨時）
業務内容　文化財の資料整理・製図作業など
対象　図書司書の経験がある人か、パソコン操作（ワー
ド・エクセルなど）ができる人

採用期間　4月1日～9月30日（6カ月間）
勤務日数　月12日（平日）　
勤務時間　午前8時30分～午後5時
報酬　日額6,100円（有給休暇・社会保険・交通費支給
なし）

募集人員　3人程度　　　選考　面接　　
応募方法　3月10日㈯（消印有効）までに、履歴書を提
出する（郵送可）

応募・問い合わせ先　文化財課（〒816ｰ0861岡本3ｰ
57奴国の丘歴史資料館内）

1（501）1144　5（573）1077

●●●●●

委員選挙人名簿を縦覧
　農業委員会とは、適正な農地行政を行う
ための行政委員会です。法律に基づき、農
業や農業者の一般的利益を代表する機関
として、市区町村ごとに設置しています。
　春日市農業委員会の委員選挙人名簿（平
成19年1月1日現在）を縦覧します。
期間　2月23日㈮～3月9日㈮
時間　午前8時30分～午後5時
縦覧場所・問い合わせ先　選挙管理委員会
事務局

1（584）1111　5（584）1153

●●●●●

市有地を売却します
　第1種低層住宅専用地域に指定されている土地です。入札
は誰でも参加できます。（一部制限あり）
○○物件
所在地・地目（地積）　塚原台3ｰ45ｰ1・宅地（235.72㎡）
最低土地売買価格　1,204万6,000円
○○現地説明会
日時　2月23日㈮　午前10時～
集合場所　市役所406会議室
※　事前説明の後、現地（各自移動）で説明会を行います。
なお、この現地説明会に出席せずに入札に参加した場
合も、現地説明事項を了解したものとみなします。

○○入札会　
日時　2月28日㈬　午後2時～ （受付　午後1時30分～）
場所　市役所406会議室
入札参加申込方法　2月21日㈬までに、入札参加申請書
類を直接窓口に提出する

※　申請書類など、詳しくは問い合わせてください。
申込・問い合わせ先　管財課管財担当 

1（584）1111　5（584）1145

一般競争入札 春日市農業委員会
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1

3

2

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
1
月
13
日
、か
す

が
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、男
女
が
共
に
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
。福
岡
県
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
あ
す
ば
る
」館
長
の
中な

か

嶋し
ま

玲れ
い
こ子

さ
ん
に
よ
る
講
演
や
、パ
ネ
ル
展
示
、バ
ザ
ー
、

マ
ジ
ッ
ク
体
験
教
室
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物

を
、多
く
の
市
民
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
か
ら
募
っ
た
男
女

平
等
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
も
行
い
、天
野
祐
紀

さ
ん（「
認
め
合
い 

男
女
が
輝
く
参
画
社
会
」）ら
を

表
彰
し
ま
し
た
。（
受
賞
者
は
次
の
通
り
・
敬
称
略
）

▼
最
優
秀
賞 

天あ
ま
の野

祐ゆ
う
き紀（

春
日
高
校
1
年
）

▼
優
秀
賞 

福ふ
く
は
ら原

勇ゆ
う
き気（

春
日
高
校
1
年
）・
大お

お
き木

麻ま

優ゆ

こ子（
春
日
西
中
3
年
）・
田た

な
か中

健け
ん
た太（

同
）・
野の

せ瀬
文ふ

み

晶あ
き（

天
神
山
小
5
年
）・
小お

が
わ川 

圭け
い（

春
日
東
小
6
年
）

男
女
が
共
に
支
え
あ
う
ま
ち「
か
す
が
」

か
す
が
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
タ

日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぶ
ど
う

の
庭
」で
1
月
20
日
、春
日
ま
ち
づ
く
り

塾
第
3
期
生
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
塾
は
、参
加
型
の
話
し
合
い
の
方
法
や
ま
ち

づ
く
り
の
手
法
を
学
び
た
い
人
を
対
象
に
、市
が

行
っ
て
き
た
も
の
。卒
業
式
の
こ
の
日
は
、昨
年
5
月

か
ら
8
回
に
わ
た
っ
て
学
ん
だ
成
果
を
、グ
ル
ー
プ

ご
と
の
自
主
企
画
と
い
う
形
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

塾
生
た
ち
は
、「
春
日
の
歴
史
絵
本
製
作
」や「
ま

ち
歩
き
」、「
同
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
」、「
公
園
づ
く
り
」の
企
画
を
発
表
。短
期
間
で
練

り
上
げ
た
も
の
と
は
思
え
な
い
、す
ば
ら
し
い
企
画

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、市
長
が
塾
生
代
表
に
卒
業
証
書
を
手
渡

し
、「
皆
さ
ん
の
力
を
地
域
な
ど
に
注
い
で
、一
緒
に
よ

り
よ
い
春
日
に
し
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

第
３
期
塾
生

卒
業
式

春
日
ま
ち
づ
く
り
塾

日
神
社
で
1
月
14
日
、国
指
定
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
の「
婿
押
し
祭
り
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、前
年
に
結
婚
し
た
夫
婦
を
祝
う

た
め
に
毎
年
行
わ
れ
る
も
の
。全
国
的
に
も
珍
し

い
風
習
で
、今
で
は
春
日
市
の
名
物
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

祭
り
は
、ま
ず
、左さ

ぎ
っ
ち
ょ

義
長（
ど
ん
と
焼
き
）の
点
火

か
ら
始
ま
り
、宿
の
行
事
な
ど
、し
き
た
り
に
従
っ

て
進
め
ら
れ
ま
す
。中
で
も
、神
社
横
の
御
池
で
氏

子
た
ち
が
樽
を
奪
い
合
う「
樽
せ
り
」が
一
番
の
見

ど
こ
ろ
。今
年
も
そ
の
勇
壮
な
姿
を
見
よ
う
と
大

勢
の
観
客
が
詰
め
寄
せ
ま
し
た
。

　

今
年
、祝
福
さ
れ
た
夫
婦
は
8
組
。幸
せ
な
家
庭

を
築
い
て
も
ら
お
う
と
、氏
子
た
ち
は
声
を
張
り

上
げ
、祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

婿
押
し
祭
り

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

春

ふ

春
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（
受
付　

午
前
9
時
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場（
大
谷
６ｰ

28
）

種
目（
部
門
）

○
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス　
　

　

▽
小
学
生
の
部
▽
中
学
生
の
部

○
男
・
女
ダ
ブ
ル
ス　

　

▽
小
学
生
の
部
▽
中
学
生
の
部
▽
一

般
C
級（
高
校
生
以
上
）▽
一
般
初
級

（
高
校
生
以
上
・
経
験
年
数
3
年
以

内
）

参
加
費（
一
人
一
種
目
）

▽
小
・
中
学
生　

5
0
0
円

▽
高
校
生　

8
0
0
円

▽
一
般　

１
，０
０
０
円

申
込
方
法　

3
月
1
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢

（
学
年
）、性
別
、電
話
番
号
、出

場
種
目（
ラ
ン
ク
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

波は

た

の

多
野
静し

ず
こ子

（
〒
816ｰ

0
8
2
4
小
倉
2ｰ

49

ｰ

3
）

1（
５
７
５
）５
６
０
６（
5
兼
用
）

参
加
者
募
集

壮
年
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

　

市
内
に
居
住
す
る
50
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
、奇
数
月
に
リ
ー
グ
戦
を
行
っ

て
い
ま
す
。チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、個
人

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

参
加
費　

一
人
一
回
2
0
0
円（
保
険

料
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先　

三み

き城

1（
5
8
2
）5
0
0
5

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

「
浮
世
絵
の
世
界
」展

　

近
世
・
幕
末
期
に
浮
世
絵
師
の
巨
匠

と
し
て
活
躍
し
た
歌う

た
が
わ川

国く
に
よ
し芳

と
そ
の
門

人
た
ち
が
描
き
遺
し
た
、武
者
絵
と
百

人
一
首
画
の
未
公
開
資
料
を
展
示
し
ま

す
。入
場
は
無
料
で
す
。

日
程　

3
月
3
日
㈯
〜
18
日
㈰

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
入
館

は
4
時
30
分
ま
で
）

○○「
浮
世
絵
の
世
界
展
」講
演
会

　

日
時　

3
月
10
日
㈯

　
　
　
　

午
後
2
時
〜
4
時

　

演
題　
「
近
世
浮
世
絵
師
が
描
い
た

　

版
画
の
世
界
と
絵
師
た
ち
」

春日市役所
1（584）1111

　　www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

　

講
師　

山や
ま
だ田　

稔
み
の
る

さ
ん（
近
世
地
方

　

文
書
研
究
会
会
長
）

　

定
員　

70
人（
申
込
先
着
順
）

　

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

ま
た
は
直
接
窓
口
で
住
所
、

　

氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料

館（
岡
本
３ｰ

57
）

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７

家
庭
の
日
事
業

子
ど
も
料
理
教
室

　

市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、春
日

市
婦
人
会
が
料
理
を
教
え
ま
す
。み
ん

な
で
料
理
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

3
月
18
日
㈰

　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
（
受
付　

午
前
9
時
20
分
〜
）　

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料
理

講
習
室（
大
谷
６ｰ

24
）

参
加
費　

一
人
５
０
０
円

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

2
月
15
日
㈭
〜
3
月
5
日

㈪
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、学
年
、電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

2
本
で
跳
ぶ
大
縄
跳
び
に
挑
戦

　

小
学
生
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。2

本
の
大
縄
を
同
時
に
跳
ぶ「
W
ダ
ッ
チ
」

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

2
月
24
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

3
0
0
円（
親
子
参
加
は
一

組
5
0
0
円
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

2
月
23
日
㈮
の
午
前
中
ま

で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、E

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

雨
天
時
は
、室
内
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ

ン
タ
ー
「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816ｰ

０
８
６
４
須
玖
北
５

ｰ

１
５
５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

　

m
achicen@

bb.csf.ne.jp

西
日
本
台
湾
学
友
会

郭
芝
苑
台
湾
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　

台
湾
の
人
間
国
宝
で
民
族
音
楽
の

第
1
人
者
、郭か

く

芝し
え
ん苑

さ
ん
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

3
月
18
日
㈰

　
　
　

午
後
2
時
〜
4
時

場
所　

あ
い
れ
ふ
ホ
ー
ル（
福
岡
市
中

央
区
舞ま

い
づ
る鶴
2ｰ
5ｰ
1
）

定
員　

３
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

2
月
28
日
㈬
ま
で
に
、往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、希
望
枚
数（
2
枚
ま
で
）

を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
音
楽
会

事
務
局　

柳
や
な
ぎ
は
ら原

明あ
き
こ子（

〒
816ｰ

0
8
1
2
平
田
台
４ｰ

21ｰ

28
）

1（
５
９
６
）８
７
２
４（
5
兼
用
）

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館　
　
　
　
　

ゆ
り
工
房
作
品
展
示
会

　

ゆ
り
工
房
の
仲
間
た
ち
が
作
っ
た
木

工
作
品
や
織
物
、共
同
作
品
な
ど
を
展

示
・
即
売
し
ま
す
。焼
き
た
て
パ
ン
の
販

売
も
行
い
ま
す
。入
場
は
無
料
で
す
。

日
程　

3
月
2
日
㈮
〜
4
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
館（
小
倉
3

ｰ

2
4
2ｰ

1
）

1（
５
７
５
）２
２
２
３

5（
５
７
５
）２
２
２
４

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か　

菜
の
花
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

対
象　

市
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
中
学
生
以
上
の
人
、ま
た

は
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
会
員

日
時　

3
月
18
日
㈰

　
　
　

午
前
9
時
15
分
〜
午
後
5
時

（
予
定
）

7
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健
康
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
発
表
会

　

春
日
市
健
康
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
所
属
す
る
健
康
団
体
が
、日
ご
ろ

の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時　

2
月
25
日
㈰

　
　
　

午
後
1
時
〜
４
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル（
大
谷
6ｰ

24
）

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

い
き
い
き
会
員
に
な
る
た
め
の

運
動
教
室

　

い
き
い
き
ル
ー
ム
は
、健
康
運
動
指

導
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、初
心
者

や
高
齢
者
も
無
理
な
く
自
分
に
合
っ
た

運
動
が
で
き
る
施
設
で
す
。同
ル
ー
ム

の
い
き
い
き
会
員
に
な
る
た
め
に
は
、

こ
の
教
室
の
受
講
が
必
要
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

日
程（
1
回
目
・
計
４
日
）

○○
65
歳
未
満
の
人
の
た
め
の
教
室

　

▽
水
曜
コ
ー
ス　

3
月
7
日
㈬

　

▽
金
曜
コ
ー
ス　

3
月
9
日
㈮

　

▽
土
曜
コ
ー
ス　

3
月
10
日
㈯

○○
65
歳
以
上
の
人
の
た
め
の
教
室

　

▽
火
曜
コ
ー
ス　

3
月
6
日
㈫

※　

2
回
目
以
降
の
日
程
は
申
し
込
み

時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
ル
ー
ム（
昇
町
1ｰ

1
2
0
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

内
容　

▽
講
話
▽
体
力
・
健
康
度
測
定

▽
運
動
ア
ド
バ
イ
ス
▽
ス
ト

レ
ッ
チ
・
筋
力
向
上
体
操
▽
運

動
機
器
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定
員　

各
10
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー
ム　

1（
５
０
１
）１
１
６
２（
5
兼
用
）

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

夜
の
糖
尿
病
教
室

対
象　

原
則
65
歳
以
下
の
、糖
尿
病
の

治
療
中
の
人
ま
た
は
健
診
な
ど

で
治
療
が
必
要
と
言
わ
れ
た
人

日
時　

3
月
6
日
㈫
・
20
日
㈫（
計
2

日
）　

　
　
　

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

場
所　

筑
紫
総
合
庁
舎
4
階
中
会
議

室（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３ｰ

5ｰ

25
）

内
容　

▽
病
気
に
つ
い
て
▽
薬
▽
食
生

活
▽
生
活
習
慣（
運
動
実
技
）

参
加
費　

無
料

定
員　

50
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
健

康
対
策
課
健
康
増
進
係

1（
５
１
３
）５
５
８
３

5（
５
１
３
）５
５
９
８

障
害
者
対
象

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

日
時　

2
月
22
日
㈭　
　
　

　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時（
求
職
受
付

は
午
後
0
時
30
分
〜
３
時
）

場
所　

博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル（
福

岡
市
博
多
区
吉よ

し
づ
か塚

本ほ
ん
ま
ち町

13ｰ

55
）

参
加
費　

無
料

※　

当
日
は
、障
害
者
手
帳
と
履
歴
書

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
南
公
共
職
業
安

定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
南
）

1（
５
１
３
）８
６
０
９

5（
５
７
４
）６
５
５
４

　常備薬とまで言われている｢梅干し
｣。果肉は、料理などにもよく使われて
いると思いますが、梅を赤く染める｢赤
じぞ｣は上手に食べきっていますか。
　今回は｢赤じそ｣を使って作る｢梅び
し｣を紹介します。おにぎりにはもちろ
ん、いわしのはさみ揚げや山芋あえな
どにも利用できる優れものです。
　梅干しを作る際には、「しその葉ちぎ

り」が大変な作業で、手間ひまがかかっ
ています。また、シソは、防腐・殺菌作用
があり、下痢や腹痛を予防する働きが
あります。「赤じそ」も大切に使い切り
ましょう。
材料材料
赤じそ･･････････50g
ゴマ･･････････大さじ3
しょうゆ･･････････小さじ1
ハチミツ･･････････大さじ1.5
かつお節･･････････3g
作り方作り方
①　赤ジソを細かく刻む。
②　すり鉢でゴマをすり、その中に①
としょうゆ、ハチミツを入れてよく
混ぜ合わせる。（調味料は味を見なが
ら調整する）

③　かつお節も加え、混ぜる。
（こどもエコクラブサポーターの会）
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上
・
無
料
・
先
着
20
人
）も
行
い
ま
す
。

日
時　

3
月
11
日
㈰　

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午　

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習

室
3（
大
谷
6ｰ

24
）

申
込
方
法　

3
月
2
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、E
メ
ー
ル

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、託

児
の
有
無
を
伝
え
る

※　

詳
し
く
は
、市
役
所
や
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
、い
き
い
き
プ
ラ

ザ
、す
く
す
く
プ
ラ
ザ
に
あ
る
チ
ラ

シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

か
す
が
事
務
局（
す
く
す
く
プ

ラ
ザ
内
）

1（
５
８
４
）７
７
０
０

5（
５
８
４
）７
７
３
９

　
fam
isapo@

city.kasuga.fukuo
ka.jp

正
し
く
お
手
入
れ
し
て
い
ま
す
か

歯
み
が
き
教
室

　

1
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、歯
科
衛
生
士
が
歯
の
手
入

れ
を
教
え
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

2
月
28
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
1ｰ

1
2
0
）

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

春
の
い
ろ
い
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

あ
な
た
の
趣
味
や
特
技
を
生
か
せ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
講
座
で
す
。

日
時
・
参
加
費
・
定
員

▽
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3
月
2
日
㈮　

午
後
1
時
〜
4
時
30

分
・
５
０
０
円
・
20
人

▽
折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3
月
6
日
㈫　

午
後
1
時
〜
2
時
45

分
・
５
０
０
円
・
20
人

▽
動
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3
月
11
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分
・
３
０
０
円
・
30
人

▽
手
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3
月
20
日
㈫　

午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分
・
５
０
０
円
・
15
人

▽
園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3
月
25
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜
4

時
30
分
・
３
０
０
円
・
20
人

▽
メ
イ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3
月
28
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
〜
4

時
30
分
・
３
０
０
円
・
20
人

※　

い
ず
れ
も
申
込
先
着
順（
複
数
申

込
可
）で
す
。

申
込
方
法　

開
催
日
の
2
日
前
ま
で

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、希
望
講

座
を
伝
え
る

※　

開
催
場
所
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

1（
５
０
１
）１
１
３
６

5（
５
８
１
）７
２
５
８

参
加
者
募
集

離
乳
食
教
室

　

6
〜
8
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
を
対
象
に
、離
乳
中
期
以
降
の
離
乳

食
の
作
り
方
や
進
め
方
を
教
え
ま
す
。

　

託
児（
3
0
0
円
）も
行
い
ま
す
。

日
時　

3
月
16
日
㈮

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
　
　
（
受
付　

午
後
1
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
1

1ー
2
0
）

参
加
費　

2
0
0
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

2
月
15
日
㈭
〜
28
日
㈬

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
生
年

月
日
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

み
ん
な
で
子
育
て

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
か
す
が

　
「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い

人（
お
ね
が
い
会
員
）」と「
子
育
て
の
応

援
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）」が
支

え
あ
う「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が
」の
お
ね
が
い
会
員
に
な

る
た
め
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
3
カ
月
以

届
出
は
す
み
や
か
に

　
「
会
社
を
退
職
し
た
」「
社
会
保
険

の
扶
養
か
ら
外
れ
た
」と
い
う
人
は

国
民
健
康
保
険
の
加
入
の
届
出
が
必

要
で
す
。ま
た
、「
市
外
へ
引
越
し
を

し
た
」「
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
」「
社
会
保
険
の
扶
養
に

入
っ
た
」と
い
う
人
は
喪
失
の
届
出

が
必
要
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
14
日
以
内
に
届
出
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※　

加
入
の
届
出
が
遅
れ
て
も
、保

険
税
は
退
職
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、社
会
保
険
な
ど
の
資
格

発
生
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険
証

で
受
診
し
た
場
合
、医
療
費
の
返

還
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○○
加
入
に
必
要
な
も
の

▽
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
資

格
喪
失
証
明
書
▽
印
鑑
▽
同
世

帯
に
市
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合

は
、そ
の
保
険
証

○○
喪
失
に
必
要
な
も
の

▽
国
保
保
険
証
▽
新
し
い
健
康
保

険
証
▽
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１　
　

※　

母
子
健
康
手
帳
と
子
ど
も
用
歯
ブ

ラ
シ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

家
庭
ご
み
は
必
ず
所
定
の
場
所
へ

公
園
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　　

最
近
、公
園
に
設
置
し
て
い
る
ご
み

箱
に
、家
庭
の
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
く
よ
う

で
あ
れ
ば
、公
園
内
の
ご
み
箱
を
撤
去

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

家
庭
の
ご
み
は
、必
ず
指
定
袋
に
入

れ
て
、各
地
区
の
ご
み
収
集
日
に
、所
定

の
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、犬
の
フ
ン
は
公
園
内
の
ご
み

箱
に
捨
て
た
り
、放
置
し
た
り
せ
ず
に
、

必
ず
飼
い
主
が
持
ち
帰
っ
て
ト
イ
レ
に

流
す
な
ど
、責
任
を
も
っ
て
始
末
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
３　
　

9
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一
緒
に
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

環
境
問
題
講
演
会

　

な
ぜ
今
、環
境
問
題
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、知
る
だ
け
で
な

く
、感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

2
月
17
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
役
所
大
会
議
室

演
題　
「
シ
ャ
ロ
ウ
エ
コ
ロ
ジ
ー
か
ら

デ
ィ
ー
プ
エ
コ
ロ
ジ
ー
へ
」

講
師　

大お
お
つ
ぼ坪

克か
つ
や也

さ
ん（
環
境
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）

定
員　

50
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
事
務
局（
市

役
所
環
境
課
内
）

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
７

ふ
れ
あ
い
人
権
セ
ミ
ナ
ー

「
絵
本
を
聴
こ
う
」

　　

今
回
の「
市
民
人
権
セ
ミ
ナ
ー
K
A

S
U
G
A
」は
、子
ど
も
も
大
人
も
楽
し

め
る
内
容
で
す
。朗
読
と
音
楽
で
絵
本

の
世
界
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

3
月
4
日
㈰

　
　
　

午
後
1
時
〜
2
時

　
　
　
（
開
場　

午
後
0
時
30
分
〜
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル（
大
谷
6ｰ

24
）

朗
読
・
演
奏　
「
ク
オ
リ
ア
の
会
」

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

古
文
書
講
読
講
座（
初
級
）

　

市
内
に
居
住
す
る
人
が
対
象
で
す
。

江
戸
時
代
の
古
文
書
を
解
読
し
、当
時

の
社
会
制
度
や
暮
ら
し
を
学
び
ま
せ
ん

か
。

日
程　

毎
月
第
2
金
曜
日（
4
・
8
月
は

第
4
金
曜
日
、計
12
日
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

同
資
料
館
研
修
室

講
師　

山や
ま
だ田　

稔
み
の
る

さ
ん（
近
世
地
方
文

書
研
究
会
会
長
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

2
月
15
日
㈭
〜
3
月
15
日

㈭（
必
着
）に
、往
復
ハ
ガ
キ（
1

枚
に
つ
き
1
人
）に
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

（
〒
816ｰ

０
８
６
１
岡
本
３ｰ

57
）

1（
５
０
１
）１
１
４
４

5（
５
７
３
）１
０
７
７

食
生
活
を
見
つ
め
な
お
そ
う

食
育
講
演
会

　　

食
生
活
や
命
の
大
切
さ
を
学
び
ま
せ

ん
か
。参
加
は
無
料
で
、託
児（
無
料
・
5

カ
月
〜
就
学
前
）も
あ
り
ま
す
。

日
時　

3
月
3
日
㈯　
　
　

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル（
大
谷
6ｰ

24
）

演
題　
「
い
の
ち
い
た
だ
き
ま
す　

食

が
こ
ど
も
た
ち
を
救
う
」

講
師　

吉よ
し
だ田

俊と
し
み
ち道

さ
ん（
大
地
と
い
の

ち
の
会
代
表
）

託
児
申
込
期
限　

２
月
22
日
㈭

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

人
権
女

性
政
策
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
５
３

できることから始めよう

　車の使用は、温室効果ガス（二酸化炭素）排出の大きな
原因です。環境にいい「エコドライブ」を心掛けましょう。

●ふんわりアクセル「eスタート」
少し緩やかに発進すると、普通に発進するより約11%
も燃費が改善。AT車はクリープ現象を利用する。

●加・減速の少ない運転
車間距離は余裕をもち、交通状況に応じた安全走行。

●早めのアクセルオフ
アクセルから足を離し、エンジンブレーキを使用。

●エアコンの使用・暖機運転は適切に
車内を冷やし過ぎない・温め過ぎない。現在販売されて
いるガソリン乗用車は暖機不要（寒冷地などを除く）。

●アイドリングストップ
不必要なアイドリングをやめる。

●道路交通情報の活用
渋滞を避ければ、燃料と時間の節約に。

●タイヤの空気圧は、こまめに
　チェック
●走行時に不要な荷物は積まない
●駐車場所に注意
　違法駐車は渋滞を招く。

※　エコドライブは、環境にいいだけでなく、安全
運転にもつながります。詳しくは、  http://ww
w.team-6.jp/を見てください。

問い合わせ先　環境課環境計画担当
1（584）1111　5（584）1147

　㈶自治総合センターは、宝くじの普及
広報事業の一環として、地域のコミュニ
ティ活動に対し助成金を出しています。
　この助成金を利用して、昨年12月、白
水ヶ丘地区自治会に視聴覚設備を購入
しました。同自治会は、この設備を各種
講話・講習会・行事など、自治会を基点と
したコミュニティ活動や生涯学習活動
に活用し、地区内住民の連帯感と自立意
識を高めていくそうです。

省エネライフ省エネライフ省エネライフ省エネライフ
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私の健康法は、風呂上がりのストレッチです。体が
温まっているので、体への負担も少なくてとても

いいですよ。　　　　　　　　　　　　　　　　（桜）

次回のテーマは「私のこだわり」
　3月15日㈭（必着）までに、ファックスかハガキ、Eメールに住所、氏名、
ペンネーム、電話番号、投稿文（200字程度）を書いて送ってください。掲
載された人には、図書券（500円分）を進呈します。
あて先　〒816-8501春日市役所市報かすが「井戸端かいぎ」係
1（584）1111 5（584）1142     koho@city.kasuga.fukuoka.jp

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ワ
ン
コ
イ
ン
知
恵
袋
教
室

　　
「
新
し
い
こ
と
を
学
び
た
い
」「
地
域

に
友
達
が
欲
し
い
」と
い
う
人
に
学
び

と
仲
間
づ
く
り
の
場
を
、「
自
分
の
特
技

や
知
恵
を
教
え
て
み
た
い
」と
い
う
人

に
教
え
る
場
を
提
供
す
る
教
室
で
す
。

講
座
・
日
時

▽
エ
ア
フ
レ
ッ
シ
ュ
ナ
ー
と
バ
ス
ボ
ム

作
り（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
有
り
）

2
月
26
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
癒
し
の
ヨ
ー
ガ
体
験

２
月
26
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
ネ
ッ
ト
社
会
、子
ど
も
た
ち
に
迫
る

危
険（
講
話
）

3
月
1
日
㈭   

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▽
中
国
家
庭
料
理（
肉
ま
ん
）

3
月
1
日
㈭　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
メ
ン
ズ
ヨ
ー
ガ
体
験

3
月
2
日
㈮  

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

▽
癒
し
の
ヨ
ー
ガ
体
験

3
月
9
日
㈮  

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

▽
大
人
の
ぬ
り
絵

3
月
17
日
㈯　

午
後
1
時
〜
3
時

▽
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
で
足
の
手
入
れ
を
学

ぼ
う（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
有
り
）

3
月
31
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

参
加
費　

1
回
5
0
0
円

※　

講
座
に
よ
っ
て
、別
途
材
料
費
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

各
講
座
4
日
前
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、E
メ
ー

ル
、ハ
ガ
キ
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、希
望
講
座
名
を
伝
え

る（
複
数
申
込
可
）

※　

い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
で
、申
し
込

み
が
3
人
未
満
の
場
合
は
中
止
し
ま

す
。

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ

ン
タ
ー
「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816ｰ

０
８
６
４
須
玖
北
５

ｰ

１
５
５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

　

m
achicen@

bb.csf.ne.jp

春
日
市
国
際
交
流
協
会　

春
学
期
語
学
講
座

　
期
間　

3
月
〜
7
月（
計
20
回
）

○○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
2（
中
級
）

　

対
象　

16
歳
以
上

　

日
程　

木
曜
日（
月
4
回
）　

○○
中
国
語
会
話

　

対
象　

18
歳
以
上

　

日
程　

金
曜
日（
月
4
回
）

○○
韓
国
語
会
話

　

対
象　

18
歳
以
上

　

日
程　

金
曜
日（
月
4
回
）

※　

い
ず
れ
も
講
師
は
、そ
の
言
語
を

母
国
語
と
す
る
人
で
す
。

時
間　

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
3

ｰ

1ｰ

7
）

受
講
料　

各
1
万
7
，5
0
0
円（
前
納
）

定
員　

各
20
人（
申
込
先
着
順
）

※　

申
し
込
み
が
少
な
い
場
合
は
講
座

を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

２
月
28
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
講
座
名
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え

る

※　

2
月
22
日
㈭
・
23
日
㈮
に
、各
講
座

の
一
日
無
料
体
験
を
行
い
ま
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会 

野の

田だ

1（
５
９
１
）１
０
９
８（
5
兼
用
）

緑
化
講
習
会

「
コ
ケ
玉
つ
く
り
に
挑
戦
」

　
日
時　

3
月
3
日
㈯

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

場
所　

カ
ミ
ー
リ
ヤ
介
護
研
修
室（
筑

紫
野
市
岡お

か
だ田
3ｰ

11ｰ

1
）

参
加
費　

8
0
0
円（
材
料
代
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

2
月
15
日
㈭
〜
28
日
㈬

（
月
曜
日
を
除
く
）に
、電
話
で

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
緑
化

セ
ン
タ
ー

1
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

5
０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

筑
紫
食
品
衛
生
協
会

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

　
対
象　

食
品
関
係
営
業
者
・
従
事
者
な

ど

期
日　

3
月
7
日
㈬
・
8
日
㈭（
い
ず
れ

か
1
日
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

（
受
付　

午
前
9
時
30
分
〜
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
3

ｰ

1ｰ

7
）

受
講
料　

７
，０
０
０
円

定
員　

1
2
0
人

※　

申
込
先
着
順
で
す
が
、筑
紫
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
管
内
で
、営
業
し

て
い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、電

話
番
号
、希
望
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

1（
５
７
５
）５
０
５
６

5（
９
８
２
）８
３
１
９

自
分
ら
し
い
葬
送
を
考
え
ま
せ
ん
か

人
生
の
卒
業
式
を
レ
ッ
ス
ン

　　

自
分
ら
し
い
葬
式
プ
ラ
ン
の
立
て
方

や
生
前
の
準
備
な
ど
、葬
送
に
つ
い
て

の
新
し
い
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

日
時　

2
月
23
日
㈮

　
　
　

午
後
2
時
〜
4
時

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち町
2ｰ

3ｰ

1
）

演
題　
「
生
前
に
準
備
し
て
お
く
〜
最

期
ま
で
自
分
ら
し
く
」

参
加
費　

5
0
0
円（
資
料
代
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

N
P
O
法
人

自
分
ら
し
い
葬
送
を
考
え
る
会

事
務
局

1（
８
８
５
）２
８
３
３

5（
５
９
６
）０
３
７
７

食事を腹八分に抑えることです。おいしいとつい食
べ過ぎてしまいがちですが、胃もたれ防止のため

にも心掛けています。　　　　　（ぶーちゃん）

11
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日
常
生
活
も
ス
ム
ー
ズ
に

　
「
転
ば
ん
塾
」で
の
運
動
教
室
を
卒

業
後
、約
1
年
前
か
ら
週
2
回
ペ
ー

ス
で
「
い
き
い
き
ル
ー
ム
」を
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
、歳
を
取
り
、今
さ
ら
筋
力

を
強
化
す
る
こ
と
な
ん
て
で
き
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、現

在
、介
護
認
定
は
受
け
て
い
る
も
の

の
、以
前
に
比
べ
て
足
腰
が
強
く
な

り
、立
っ
た
り
座
っ
た
り
歩
い
た
り

の
日
常
生
活
動
作
が
ず
い
ぶ
ん
ス
ム

ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。エ
ル
ゴ
メ
ー

タ
ー
は
、利
用
開
始
当
時
の
約
2
倍

の
負
荷
を
か
け
て
30
分
こ
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
83
歳
女
性
）

足
の
む
く
み
や
痛
み
が
軽
減

　
「
転
ば
ん
塾
」で
運
動
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

脳
梗こ

う
そ
く塞

に
よ
る
麻ま

ひ痺
や
言
語
障
害

も
あ
り
ま
す
が
、障
害
に
負
け
ず
に

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
り

た
い
と
、頑
張
っ
て
い
ま
す
。ふ
ら
つ

く
の
で
、杖
で
ゆ
っ
く
り
歩
く
と
い

う
感
じ
で
す
が
、運
動
継
続
に
よ
り
、

足
の
む
く
み
や
痛
み
も
ず
い
ぶ
ん
良

く
な
り
、筋
力
も
つ
い
て
来
た
よ
う

で
す
。独
居
な
の
で
皆
さ
ん
と
の
お

喋
り
も
楽
し
い
で
す
。（

80
歳
男
性
）

　
「
い
き
い
き
ル
ー
ム
」の
年
間
利
用

者
は
、延
べ
1
万
９
，０
０
０
人
。そ

の
半
数
近
く
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
す
。
運
動
機
器
を
使
っ
た
り
、運

動
指
導
員
の
指
導
の
も
と
ス
ト
レ
ッ

チ
や
体
操
を
行
っ
た
り
、皆
さ
ん
自

分
に
合
っ
た
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、仲
間
と
一
緒
に

ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
向
上
体
操
・
バ

ラ
ン
ス
強
化
体
操
・
リ
ズ
ム
体
操
な

ど
を
行
う「
転
ば
ん
塾
」を
は
じ
め
、

「
栄
養
改
善
教
室
」「
シ
ニ
ア
運
動
教

室
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予
防
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、介
護
予
防
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

運
動
で
生
き
が
い
を
み
つ
け
ま
し
た

　

運
動
の
必
要
性
は
理
解
し
て
い
ま
し

た
が
、一
人
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
な

か
な
か
続
か
ず
、自
宅
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
の

毎
日
。い
つ
の
間
に
か
体
重
は
80
㎏
に

…
。「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」と「
い

き
い
き
ル
ー
ム
」で
運
動
を
始
め
ま
し

た
。

　

５
カ
月
後
に
は
、体
重
10
㎏
減
、中
性

脂
肪
も
改
善
と
い
う
嬉
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。体
が
ず
い
ぶ
ん
軽
く
な
り
、

色
々
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
行
動

範
囲
も
広
く
な
り
、生
き
が
い
を
見
つ

け
ら
れ
た
感
じ
で
す
。

（
67
歳
男
性
）

高
齢
者
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
!

身
分
証
明
書
に
も
な
り
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー

ド
）は
、高
度
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を

備
え
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

　
「
顔
写
真
付
き
」と「
顔
写
真
な
し
」の

い
ず
れ
か
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、顔
写

真
付
き
の
場
合
は
、公
的
な
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
す
る
人
は
、申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

原
則
と
し
て
、本
人
に
よ
る
申
請

と
な
り
ま
す
が
、15
歳
未
満
の
人
は

法
定
代
理
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

身
分
証
明
書
と
し
て
の
利
用
例　

▽
銀

行
口
座
の
開
設
▽
携
帯
電
話
な

ど
の
契
約
▽
保
険
金
の
受
け
取

り
▽
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
な
ど

手
数
料　

5
0
0
円

申
請
に
必
要
な
も
の　

顔
写
真
付
き
の

公
的
な
身
分
証
明
書（
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※　

当
日
、身
分
証
明
書
を
持
参
し
て

い
な
い
場
合
は
、郵
便
で
本
人
確
認

を
し
た
後
、カ
ー
ド
を
発
行
し
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

厚
生
労
働
省
委
託
実
施
事
業

「
若
者
自
立
塾
」説
明
会

　　
「
若
者
自
立
塾
」で
は
、ニ
ー
ト
の
人

を
対
象
に
、3
カ
月
間
の
合
宿
生
活
の

中
で
社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
能
力
を

身
に
付
け
て
自
信
と
意
欲
を
も
た
せ
、

就
学
・
就
労
へ
と
導
く
手
助
け
を
し
て

い
ま
す
。

　

入
塾
希
望
者
は
、説
明
会
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

期
日
・
場
所

▽
2
月
24
日
㈯
・
3
月
10
日
㈯

あ
す
み
ん（
福
岡
市
中
央
区
大だ

い
み
ょ
う

名
２

ｰ

６ｰ

46
青
年
セ
ン
タ
ー
5
階
）

▽
3
月
3
日
㈯

ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ（
福
岡
市
中
央
区

荒あ
ら
と戸

３

ｰ

３ｰ

39
）

時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

問
い
合
わ
せ
先　

学
校
法
人
久
留
米
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
若
者
自
立
塾
事
務
局

1
０
９
４
２（
44
）０
４
５
９（
5
兼
用
）

　

jiritsu@
kusem

i.ac.jp

　

http://w
w
w
.kusem

i.ac.jp/
jiritsu
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も
う
す
ぐ
春

も
う
す
ぐ
春

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
々
が
続
き
ま
す

が
、季
節
は
も
う
す
ぐ
春
。進
学
す
る

人
や
社
会
人
に
な
る
人
、毎
年
こ
の

季
節
に
な
る
と
、真
新
し
い
制
服
や

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
人
た
ち
を
多

く
見
か
け
ま
す
。私
の
妹
も
そ
の
一

人
。こ
の
春
か
ら
就
職
が
決
ま
り
ま

し
た
▼
今
ま
で
一
人
で
悠
々
自
適
に

過
ご
し
て
い
た
私
は
、こ
れ
を
機
に
、

妹
と
同
居
す
る
こ
と
に
。現
在
、部
屋

探
し
に
悪
戦
苦
闘
中
で
す
▼
私
が

就
職
し
た
の
は
8
年
前
。慣
れ
な
い

仕
事
と
一
人
暮
ら
し
。毎
日
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。で
も
そ
ん
な
私

を
職
場
の
先
輩
や
同
期
が
支
え
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。優
し
く
そ
し
て
時

に
は
厳
し
く
、仕
事
を
指
導
し
て
く

れ
た
り
、励
ま
し
て
く
れ
た
り
。本
当

に
あ
り
が
た
い
な
と
い
つ
も
思
っ
て

い
ま
し
た
。き
っ
と
妹
も
、そ
の
こ
ろ

の
私
と
同
じ
よ
う
に
、不
安
な
は
ず
。

そ
ば
で
応
援
し
て
あ
げ
な
く
て
は
▼

と
も
あ
れ
、初
々
し
い
気
持
ち
を
忘

れ
か
け
て
い
た
今
日
こ
の
ご
ろ
。久

し
ぶ
り
の
生
活
環
境
の
変
化
を
機

に
、初
心
を
思
い
出
し
て
、新
し
い
気

持
ち
で
春
を
迎
え
よ
う
。    　
　

法律相談
市無料法律相談
1（584）1111　5（584）1142
◎第3水曜日（3月は第3木曜日）◎受
付8時30分～50分◎定員15人（9時の
抽選で決定）◎市役所2階市民相談室

※　相談方法など詳しくは、直接問い合わ
せてください。

春日市商工会無料法律相談
1（581）1407　5（575）0702
◎第1水曜日◎受付8時30分～◎先
着6人◎相談13時～15時◎同商工会

県無料法律相談  1（643）3333
◎毎週金曜日◎13時～16時◎事前
に電話予約◎先着6人◎県民相談室
（県庁内）

有料法律相談  1（741）3208
◎月～金曜日10時～19時◎土・日曜
日、祝日10時～13時◎1人30分程度
で5,250円◎事前に電話予約◎天神
弁護士センター

交通事故相談
県交通事故相談  1（622）0403
◎月～金曜日◎9時～17時◎県交通
事故相談所（県庁内）

交通事故被害者電話相談 1（741）2270
◎月～金曜日◎13時～16時◎県交
通事故被害者サポートセンター

犯罪被害の相談
犯罪被害者の電話相談
1（738）8363
◎毎週火曜日◎16時～19時◎天神
弁護士センター

障害者のための相談
聴覚障害者のためのFAX悩み相談
5（721）4343
◎月～金曜日9時～18時◎土曜日9
時～13時◎福岡いのちの電話

女性のための相談
夫や恋人からの暴力・セクハラの相談
1（513）7335
◎月～金曜日（祝日・年末年始を除
く）◎10時～17時◎外国語の相談可
◎ちくし女性ホットライン 

女性のための総合相談 1（584）1266
◎月曜日を除く毎日◎受付9時30分
～16時（金曜日は18時～20時30分
も）◎あすばる相談室（県クローバープ
ラザ内）
性犯罪などの電話相談  
1（632）7830
◎月～金曜日（祝日を除く）◎8時30
分～17時15分◎ミズ・リリーフ・ライン
（福岡県警）

高齢者のための相談
シルバー 110番
1（584）3344　5（584）3354
◎月曜日を除く毎日◎受付9時～16
時◎高齢者総合相談センター（県ク
ローバープラザ内）

人権についての相談
定例人権相談
1（584）1111　5（584）1153
◎第1火曜日◎10時～15時◎市役所
2階市民相談室

人権相談
1（922）2881　5（922）3342
◎月～金曜日◎8時30分～17時◎福
岡法務局筑紫支局

消費生活相談
春日市消費生活相談
1（584）1111　5（584）1153
◎毎週月・水・金曜日（祝日を除く）◎
10時～15時◎市役所2階市民相談室
（第3水曜日は市役所2階206会議室）

福岡県消費生活相談  1（632）0999
◎月～金曜日◎9時～17時◎消費生
活センター

悩みの相談
心配ごと相談  1（581）7225
◎毎週水曜日◎10時～15時◎春日
市社会福祉センター4階

不安・悩み電話相談  1（741）4343
◎24時間受付◎福岡いのちの電話

土地・建物の相談
不動産相談  1（643）3333
◎毎月第1・3木曜日◎13時～16時◎
県民相談室（県庁内）◎電話予約が必
要

住宅相談  1（725）0876
◎月～金曜日◎10時～17時◎住宅
情報プラザ福岡（県建築住宅セン
ター内）

国の業務に関する相談
定例行政相談  1（584）3366
◎第4火曜日◎10時～15時◎ふれあ
い文化センター学習室1（4月以降
は市役所2階市民相談室）

子どもに関する相談
子育て・子どもの悩み相談
1（584）1015　5（584）7739
◎月～土曜日（祝日を除く）◎9時30
分～18時◎子育て支援センター家
庭児童相談室（すくすくプラザ内）

赤ちゃん・こども電話相談
1（715）0110
◎年末年始を除く毎日◎9時～17時
30分◎県看護等研究研修センター

子どもの権利110番（電話相談）
1（752）1331
◎毎週土曜日◎12時30分～15時30
分◎天神弁護士センター

高齢者のあらゆる相談
北地域 1（589）6227 5（589）6228
南地域 1（595）8188 5（595）6069
◎8時30分～17時◎地域包括支援セ
ンター
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表紙の写真

1月14日に春日神社で行われた「婿押し祭り」の
様子。氏子たちは、寒さをものともせず御池に飛
び込み、酒樽を奪い合いました。
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古紙配合率100%再生紙を使用しています

　1月8日、ふれあい文化センターで、「平成19年春日市成人

式」が行われ、新成人約1，000人が出席しました。

　華やかな晴れ着を身にまとった新成人たちが一堂に会し

た式典では、新成人を代表して原
はらぐち

口健
けんたろう

太郎さんが、「夢を持

ち、その夢を実現させるために日々頑張ります」と決意を述

べました。また、式典終了後には、成人式実行委員によって企

画されたアトラクション。中でも、ビデオレターの上映では、

小・中学生時代の恩師の懐かしい顔ぶれに、会場から歓声が

起こりました。

　すべての催しが終了した後も、新成人たちは再会した旧友

らと別れるのが名残惜しい様子。会場ではしばらくの間、記

念撮影が続いていました。

　すでに社会人として働いている人も、これからの人も、こ

の日を境に、大人への自覚が芽生えたことでしょう。

市の人口 1/15 現在

◎総人口

◎世帯数

109,429人

男 53,510人女 55,919人

43,232世帯

春日市成人式

新成人の門出を祝う

　1月27日、須玖小学校・春日中学校で、元ダイエーホークス

（現ソフトバンクホークス）選手の河
こ う の

埜敬
たか

幸
ゆき

さんと渡
わたなべ

辺正
まさかず

和

さんをコーチに招き、地域推進活動の一環として野球教室が

行われました。

　午前中に指導を受けたのは、同小学校の児童で結成され

た野球チーム「すぐっ子ドルフィンズ」の選手たち。普段は月

2回、地域の人たちから野球を教わっています。当日は、あい

にくの雨でしたが、一流のコーチによる指導に、子どもたち

の顔は真剣そのもの。両コーチも、子どもたちの力を伸ばそ

うと、身振りを交えながら熱心に指導していました。

　渡辺さんから直接ピッチングの指導を受けた矢
や の

野政
まさきよ

清さ

ん（6年）と前
ま え だ

田誠
ま さ と

仁さん（6年）は、「腕の振り方や足の踏み

出し方を教わりました。フォームが良くなり、いい球が投げら

れるようになったと思います」と話していました。

元ホークス選手が小･中学生を指導

すぐっ子広場と春日中で野球教室

古代のスコップ

　平成6年に須玖岡本遺跡坂本地区(岡

本一丁目)の調査で発見された鋤
すき

です。弥

生時代後期(約1,800年前)のものですが、

形も大きさも、現在私たちが使っているス

コップとあまり変わりません。

　全体が木で作られていますが、先端には

青銅か鉄製の刃先をつけていたとも考え

られます。刃部の穴は、節穴が抜けたもの

です。

（奴国の丘歴史資料館） 長さ約90cm


